
あらゆる暴力の根絶を基本とした
安心づくり

基本目標 Ⅴ
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基本目標Ⅴ　あらゆる暴力の根絶を基本とした安心づくり
　主要施策１４　あらゆる暴力の根絶
基本
目標

主要
施策

小分
類

施策の方向 具体的取組 30年度進捗実績
30年度
進捗度

30年度の成果・課題・対応等 31年度実施計画 担当課

Ⅴ 14 (1)
男女平等参画の推進を阻
害する要因によるあらゆる
暴力根絶の啓発推進

＜女性の人権を守る法律・制度の周知徹
底＞配偶者からの暴力防止法、ストーカー
規制法等の学習機会の提供をします

男女平等参画社会づくり講座Ⅰ「夏休み！
パパと一緒に遊ぼう～家族の笑顔は最高
や！～」を開催（全3回。延べ20組、56名参
加）

男女平等参画社会づくり講座Ⅱ「上手な家
計術と整理収納」を開催（全3回。延べ60名
参加）

男女平等参画都市宣言啓発講演会「男
性、女性だけでなく、いろいろな性があるの
を知っていますか？～“いない”のではなく
“見えてない”だけ～」を開催。（延べ21名参
加）

男女平等参画情報誌「step」を、「デート
DV」、「さまざまなハラスメント」の2テーマで
作成した。

3、計画どおり

ＤＶ防止法やストーカー規制法などの内容
を含んだ講座や啓発誌を作成することによ
り、女性の人権を守る法律や制度の周知を
図った。

講座や講演会等を行うことにより、女性の
人権を守る法律や制度の周知を図ります。

人権推進課

Ⅴ 14 (1)
男女平等参画の推進を阻
害する要因によるあらゆる
暴力根絶の啓発推進

＜性犯罪等の防止に向けた啓発と防犯対
策の強化＞性犯罪に関する正しい情報を
提供し、性犯罪を許さない気運の醸成を図
ります。子どもに対する性暴力の根絶に向
けた対策の推進や、近親者等親密な関係
にある者や指導的立場にある者による性犯
罪等の発生を防止するための取組を強化
します。

講座や啓発誌等で性犯罪等の防止に向け
た啓発に努めた。

男女平等参画社会づくり講座Ⅰ「夏休み！
パパと一緒に遊ぼう～家族の笑顔は最高
や！～」を開催（全3回。延べ20組、56名参
加）

男女平等参画社会づくり講座Ⅱ「上手な家
計術と整理収納」を開催（全3回。延べ60名
参加）

男女平等参画都市宣言啓発講演会「男
性、女性だけでなく、いろいろな性があるの
を知っていますか？～“いない”のではなく
“見えてない”だけ～」を開催。（延べ21名参
加）

男女平等参画情報誌「step」を、「デート
DV」、「さまざまなハラスメント」の2テーマで
作成した。

3、計画どおり
講座や啓発誌等で性犯罪等の防止に向け
た啓発を図り、防犯対策の強化に資するも
のとした。

講座や講演会等を行うことにより、性犯罪
や性暴力の根絶に関して理解を促進しま
す。

人権推進課

Ⅴ 14 (1)
男女平等参画の推進を阻
害する要因によるあらゆる
暴力根絶の啓発推進

＜性犯罪等の防止に向けた啓発と防犯対
策の強化＞性犯罪に関する正しい情報を
提供し、性犯罪を許さない気運の醸成を図
ります。子どもに対する性暴力の根絶に向
けた対策の推進や、近親者等親密な関係
にある者や指導的立場にある者による性犯
罪等の発生を防止するための取組を強化
します。

関係機関と協力して、性犯罪等街頭犯罪の
防止に向けた地域安全運動（年2回）及び
地域安全大会(年1回）を実施するとともに、
各地域でのぼり旗の設置を行うなど啓発に
努めました。

3、計画どおり

地域安全運動及び地域安全大会は例年通
り行われ、市民の防犯意識の向上に努め
るとともに、各地域においても幟の設置によ
る啓発活動が行われています。

関係機関と協力して、性犯罪等街頭犯罪の
防止に向けた地域安全運動（年2回）及び
地域安全大会(年1回）を実施するとともに、
各地域でのぼり旗の設置を行うなど啓発に
努めます。

生活福祉課
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基本
目標

主要
施策

小分
類

施策の方向 具体的取組 30年度進捗実績
30年度
進捗度

30年度の成果・課題・対応等 31年度実施計画 担当課

Ⅴ 14 (1)
男女平等参画の推進を阻
害する要因によるあらゆる
暴力根絶の啓発推進

＜セクシュアル・ハラスメント防止の促進＞
企業や地域におけるセクシュアル・ハラスメ
ントの防止のために、実効性のあるセク
シュアル・ハラスメント対策を講じるよう、周
知徹底するとともに、学習機会の充実を図
ります。

泉南市事業所人権推進連絡会会員事業所
を対象に大阪企業人権協議会サポートセン
ター主催研修の助成制度を周知しました
が、制度の利用はありませんでした。また
ハローワーク及び大阪府等労働関係機関
からの啓発冊子やチラシなどを配布し啓
発、情報提供を行いました。

3、計画どおり

研修会の助成制度の周知と関係機関から
の啓発冊子の配布などを通じ、事業所への
男女参画を阻害する暴力根絶の啓発推進
と情報提供に努めています。

泉南市事業所人権推進連絡会会員事業所
を対象に大阪企業人権協議会サポートセン
ター主催研修の助成制度を周知します。ま
たハローワーク及び大阪府等労働関係機
関からの啓発冊子やチラシなどを配布し啓
発、情報提供を行います。

人権推進課

Ⅴ 14 (1)
男女平等参画の推進を阻
害する要因によるあらゆる
暴力根絶の啓発推進

＜セクシュアル・ハラスメント防止の促進＞
企業や地域におけるセクシュアル・ハラスメ
ントの防止のために、実効性のあるセク
シュアル・ハラスメント対策を講じるよう、周
知徹底するとともに、学習機会の充実を図
ります。

監督職を対象として、より良い職場風土づく
りのための「職場づくりコミュニケーション研
修」を実施しました。
あらゆるハラスメント防止のため、「セクシュ
アル・ハラスメント防止要綱」を廃止し、「ハ
ラスメント防止要綱」を制定し、周知を行い
ました。

*「職場づくりコミュニケーション研修」26名
参加

1、計画を大幅
に上回る

継続的な研修や、定期的に注意喚起を実
施することで、職員のハラスメント防止に繋
げる必要があります。

職員を対象に、ハラスメント防止研修を実
施する。また、ハラスメント防止要綱につい
ても周知徹底します。

人事課

Ⅴ 14 (2)
暴力被害者へのワンストッ
プ支援

＜性暴力の被害者支援＞「性暴力救援セ
ンター・大阪（SACHICO)」など民間の支援
機関と協力して、心とからだのケアに努め
ます。

女性相談（面接）や電話相談、DV相談を通
じ、必要に応じて他機関と連携を図ってい
ます。

【女性相談（面接）の実施】
▽毎月
第1金曜日13:00～16:00
第2火曜日18：00～21：00
第4金曜日10：00～13：00
30年度の相談件数　94件
【女性のための電話相談】
▽毎週木曜日（祝日・第5木曜日を除く）10：
00～12：00、13：00～15：00
30年度の相談件数　23件

男女平等参画情報誌「step」を、「デート
DV」、「さまざまなハラスメント」の2テーマで
作成しました。

3、計画どおり
性暴力については、必要に応じて
SACHICOなど、他機関と連携を図るよう努
めているが、今年度は0件でした。

女性相談（面接）、女性のための電話相談
及び「性暴力救援センター・大阪
（SACHICO）など民間の支援機関と協力し
て、心とからだのケアに努めます。

人権推進課

Ⅴ 14 (2)
暴力被害者へのワンストッ
プ支援

＜相談窓口、医療機関などとの連携の強
化＞各種相談事業の相談員による情報交
換等により課題の整理を実施し、問題解決
に向けたネットワークづくりを進めます。

ＤＶ防止連絡会議代表者会議を開催し、各
関係機関と情報交換、情報共有を図った。
また、ＤＶ事案が発生した都度、案件ごとに
個別に情報共有を図りました。

3、計画どおり

DV防止連絡会議を開催することにより、各
関係機関の顔の見える関係づくりが促進さ
れ、連携を図りやすい体制の整備に努めて
いる。外部関係機関を含む代表者会議を開
催しました。

配偶者からの暴力防止連絡会議を行い、
連携を深めます。

人権推進課
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基本
目標

主要
施策

小分
類

施策の方向 具体的取組 30年度進捗実績
30年度
進捗度

30年度の成果・課題・対応等 31年度実施計画 担当課

Ⅴ 14 (2)
暴力被害者へのワンストッ
プ支援

＜相談窓口、医療機関などとの連携の強
化＞各種相談事業の相談員による情報交
換等により課題の整理を実施し、問題解決
に向けたネットワークづくりを進めます。

研修会に参加するなど相談員の資質向上
に努めるとともに、関係機関と連携して、相
談体制の強化を図りました。

3、計画どおり
　研修を通じ、資質の向上を図るとともに、
相談体制の充実を図りました。

研修会に参加するなど相談員の資質向上
に努めるとともに、関係機関と連携して、相
談体制の強化を図ります。

生活福祉課

Ⅴ 14 (2)
暴力被害者へのワンストッ
プ支援

＜相談窓口、医療機関などとの連携の強
化＞各種相談事業の相談員による情報交
換等により課題の整理を実施し、問題解決
に向けたネットワークづくりを進めます。

相談、救援活動を行う府・関係機関・
NPO(民間非営利組織）との連携により支援
を実施しました。

3、計画どおり
相談、救援活動を行う府・関係機関・
NPO(民間非営利組織）との連携により支援
を実施しました。

相談、救援活動を行う府・関係機関・
NPO(民間非営利組織）との連携を図りま
す。

長寿社会推進
課

Ⅴ 14 (2)
暴力被害者へのワンストッ
プ支援

＜相談窓口、医療機関などとの連携の強
化＞各種相談事業の相談員による情報交
換等により課題の整理を実施し、問題解決
に向けたネットワークづくりを進めます。

相談支援事業所を中心に泉南市自立支援
協議会において、情報交換・課題解決に向
けて検討しました。

3、計画どおり
相談支援事業所を中心に泉南市自立支援
協議会において、情報交換・課題解決に向
けて取り組むことができました。

泉南市自立支援協議会において、相談支
援事業所を中心に情報交換・課題解決に
向けたネットワークにより、連携を強化しま
す。

障害福祉課

Ⅴ 14 (2)
暴力被害者へのワンストッ
プ支援

＜相談窓口、医療機関などとの連携の強
化＞各種相談事業の相談員による情報交
換等により課題の整理を実施し、問題解決
に向けたネットワークづくりを進めます。

ＤＶ事例について、関係機関と連携を図り、
必要な支援を実施しました。

3、計画どおり
ＤＶ事例について、関係機関と連携を図り、
必要な支援を実施することができました。

関係機関との連携を図り、必要な支援と情
報提供を行います。

保健推進課

Ⅴ 14 (2)
暴力被害者へのワンストッ
プ支援

＜さまざまな立場で相談に携わる人材の資
質の向上＞民生委員児童委員、自治会役
員、担当者、相談員などの言動によって、
被害者を傷つけないよう関係者に対する研
修を実施します。

相談員・支援員のためのスキルアップ講座
を開催しました。

▽第1回「素直な私を見つめる～思いを伝
えるアサーティブ～」（24名参加）
▽第2回「人の意見（発言）を上手に聞き、
まとめるコツ、教えます」（26名参加）
▽第3回「離婚の前に夫婦で決めておきた
いこと～面会交流や養育費のことなど～」
（12名参加）

3、計画どおり

左記の講座の募集にあたっては、地域団
体や関係団体に所属する者など広く市民に
対象を広げて実施しており、さまざまな立場
で相談に携わる人材の資質の向上を図っ
ています。

相談員・支援員のためのスキルアップ講座
を開催します。

人権推進課

Ⅴ 14 (2)
暴力被害者へのワンストッ
プ支援

＜さまざまな立場で相談に携わる人材の資
質の向上＞民生委員児童委員、自治会役
員、担当者、相談員などの言動によって、
被害者を傷つけないよう関係者に対する研
修を実施します。

所管団体等への情報提供に努めました。 3、計画どおり
所管団体等への情報提供を行うことで、さ
まざまな立場で相談に携わる人材の資質
の向上につながりました。

所管団体等への情報提供に努めます。 政策推進課
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基本
目標

主要
施策

小分
類

施策の方向 具体的取組 30年度進捗実績
30年度
進捗度

30年度の成果・課題・対応等 31年度実施計画 担当課

Ⅴ 14 (2)
暴力被害者へのワンストッ
プ支援

＜さまざまな立場で相談に携わる人材の資
質の向上＞民生委員児童委員、自治会役
員、担当者、相談員などの言動によって、
被害者を傷つけないよう関係者に対する研
修を実施します。

DV被害等に関する研修会に参加するな
ど、相談員の資質の向上に努めるととも
に、関係機関と連携して、相談体制の充実
化を図りました。

3、計画どおり
　引き続き、研修会への参加を呼びかけま
す。

DV被害等に関する研修会に参加するな
ど、相談員の資質の向上に努めるととも
に、関係機関と連携して、相談体制の充実
化を図ります。

生活福祉課

Ⅴ 14 (2)
暴力被害者へのワンストッ
プ支援

＜さまざまな立場で相談に携わる人材の資
質の向上＞民生委員児童委員、自治会役
員、担当者、相談員などの言動によって、
被害者を傷つけないよう関係者に対する研
修を実施します。

各種研修への参加、情報提供等を実施し
ました。

3、計画どおり 各種研修への参加、情報提供等を実施しま
各種研修への参加、関係団体への情報提
供に努めます。

長寿社会推進
課

Ⅴ 14 (2)
暴力被害者へのワンストッ
プ支援

＜さまざまな立場で相談に携わる人材の資
質の向上＞民生委員児童委員、自治会役
員、担当者、相談員などの言動によって、
被害者を傷つけないよう関係者に対する研
修を実施します。

各種研修への参加、情報提供に努めまし
た。

3、計画どおり
相談支援事業所を中心に泉南市自立支援
協議会において、情報交換・課題解決に向
けて取り組むことができました。

相談支援事業所を中心に泉南市自立支援
協議会において、情報交換・課題解決に向
けて、連携を強化し、必要に応じて関係者
に対する研修を実施します。

障害福祉課

Ⅴ 14 (3)
児童虐待、児童買春、児童
ポルノの防止及び被害者
支援

＜児童虐待、児童買春、児童ポルノの防止
及び被害者支援＞「泉南市子どもの権利条
例」を遵守し、子どもへの暴力を防止するた
めの地域システムを強化します。

保護者、教師を対象に市PTA協議会主催
の「子どもの人権」と題した人権研修会を開
催し啓発を行いました。

3、計画どおり
様々な方法で子どもの人権について考える
機会を提供し、参加者をいかにに増やして
いくかが課題です。

保護者、教師を対象に市PTA協議会主催
の人権研修会を開催し引き続き啓発を行い
ます。

生涯学習課

Ⅴ 14 (3)
児童虐待、児童買春、児童
ポルノの防止及び被害者
支援

＜児童虐待、児童買春、児童ポルノの防止
及び被害者支援＞「泉南市子どもの権利条
例」を遵守し、子どもへの暴力を防止するた
めの地域システムを強化します。

子どもを守る地域ネットワークでは、関係機
関における研修を充実させるため、各機関
役員会・代表者会議等での啓発研修や実
務者の研修強化を行いました。

3、計画どおり 啓発研修や実務者研修を実施しました。
子どもを守る地域ネットワークにおいて、関
係機関との強化を図ります。

保育子育て支
援課

Ⅴ 14 (3)
児童虐待、児童買春、児童
ポルノの防止及び被害者
支援

＜児童虐待、児童買春、児童ポルノの防止
及び被害者支援＞「泉南市子どもの権利条
例」を遵守し、子どもへの暴力を防止するた
めの地域システムを強化します。

関係機関と連携し、防止啓発に努めまし
た。

3、計画どおり
　今後も関係機関と連携し防止・啓発に努
めていきます。

関係機関と連携し、防止啓発に努めます。 生活福祉課
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基本
目標

主要
施策

小分
類

施策の方向 具体的取組 30年度進捗実績
30年度
進捗度

30年度の成果・課題・対応等 31年度実施計画 担当課

Ⅴ 14 (3)
児童虐待、児童買春、児童
ポルノの防止及び被害者
支援

＜児童虐待、児童買春、児童ポルノの防止
及び被害者支援＞「泉南市子どもの権利条
例」を遵守し、子どもへの暴力を防止するた
めの地域システムを強化します。

虐待事例について、関係機関と連携を図
り、必要な支援を実施しました。
健診未受診者をはじめとしたリスクの高い
家庭等について、定期的に課内会議を設
け、関係機関に情報提供を行いました。

3、計画どおり
虐待事例について、関係機関と連携を図
り、必要な支援を実施することができまし
た。

関係機関との連携を図り、必要な支援と情
報提供を行います。
健診未受診者をはじめとしたリスクの高い
家庭等について、課内で定期的に会議を設
け、関係機関に情報提供を行います。

保健推進課

Ⅴ 14 (3)
児童虐待、児童買春、児童
ポルノの防止及び被害者
支援

＜児童虐待、児童買春、児童ポルノの防止
及び被害者支援＞「泉南市子どもの権利条
例」を遵守し、子どもへの暴力を防止するた
めの地域システムを強化します。

男女平等参画社会づくり講座Ⅰ「夏休み！
パパと一緒に遊ぼう～家族の笑顔は最高
や！～」を開催（全3回。延べ20組、56名参
加）

男女平等参画社会づくり講座Ⅱ「上手な家
計術と整理収納」を開催（全3回。延べ60名
参加）

男女平等参画都市宣言啓発講演会「男
性、女性だけでなく、いろいろな性があるの
を知っていますか？～“いない”のではなく
“見えてない”だけ～」を開催。（延べ21名参
加）

3、計画どおり

左記の講座、講演会の募集にあたっては、
広く市民に対象を広げて実施しており、さま
ざまな方に受講いただくことにより、市民の
意識を醸成し地域システムの強化につなが
るように努めています。

講座や講演会等を通じ、配偶者への暴力
や子どもへの暴力等、あらゆる暴力の根絶
の啓発を実施します。

人権推進課

Ⅴ 14 (3)
児童虐待、児童買春、児童
ポルノの防止及び被害者
支援

＜児童虐待、児童買春、児童ポルノの防止
及び被害者支援＞「泉南市子どもの権利条
例」を遵守し、子どもへの暴力を防止するた
めの地域システムを強化します。

・各学校園において、子どもの相談窓口を
設置し、年に１回～数回周知していること
を、ヒアリングにて確認しました。

・大阪府教育センター等から配布される相
談窓口のカードを、各学校園を通して子ど
もたちに配布しました。

3、計画どおり
子どもが相談したいと思える窓口となるよう
に、「子どもの権利」の視点から子どもの話
を聴く体制づくりが必要です。

子どもの相談窓口の現状と課題を把握し、
子どもが相談したいと思える窓口の体制に
ついて検討します。

人権教育課
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　主要施策１５　　DV防止計画の推進
基本
目標

主要
施策

小分
類

施策の方向 具体的取組 30年度進捗実績
30年度
進捗度

30年度の成果・課題・対応等 31年度実施計画 担当課

Ⅴ 15 (1) DV被害の防止

＜地域で福祉活動に取り組む人への啓発
と連携の強化＞地域において福祉活動に
取り組んでいる民生委員児童委員や、人権
相談を行っている人権擁護委員への啓発
活動を進め、地域での早期発見につなげる
と同時に、連携を強化します。

関係団体に対し、DV被害等に関する研修
会への参加を働きかけるとともに、相互の
連携強化に努めました。

3、計画どおり
　今後も引き続き、研修会の参加への働き
かけに努めます。

関係団体に対し、DV被害等に関する研修
会への参加を働きかけるとともに、相互の
連携強化に努めます。

生活福祉課

Ⅴ 15 (1) DV被害の防止

＜早期発見のための通報体制の整備＞配
偶者からの暴力に関する相談窓口などを
記載したDV相談窓口一覧カードを作成しま
す。

「女性のための電話相談」および「女性相
談（面接）」の案内チラシ（A4サイズ）を作成
し、市内公共施設（市役所、保健センター
等）に配架しています。また同チラシを講座
や講演会実施時に配布しました。

市役所1階女子トイレおよび公民館、図書
館に相談窓口の案内カード（名刺サイズ）を
設置した。

3、計画どおり

相談窓口の案内カード（名刺サイズ）を市役
所本庁・別館の女子トイレおよび公民館、
図書館の女子トイレ等に配架することによ
り、女性に見てもらいやすいよう心掛けまし
た。

相談窓口の案内チラシ（A4サイズ）やカード
（名刺サイズ）を作成し、公共施設等に配架
することにより、早期発見のための通報体
制の整備を図ります。

人権推進課

Ⅴ 15 (1) DV被害の防止

＜地域で福祉活動に取り組む人への啓発
と連携の強化＞地域において福祉活動に
取り組んでいる民生委員児童委員や、人権
相談を行っている人権擁護委員への啓発
活動を進め、地域での早期発見につなげる
と同時に、連携を強化します。

男女平等参画社会づくり講座Ⅰ「夏休み！
パパと一緒に遊ぼう～家族の笑顔は最高
や！～」を開催（全3回。延べ20組、56名参
加）

男女平等参画社会づくり講座Ⅱ「上手な家
計術と整理収納」を開催（全3回。延べ60名
参加）

男女平等参画都市宣言啓発講演会「男
性、女性だけでなく、いろいろな性があるの
を知っていますか？～“いない”のではなく
“見えてない”だけ～」を開催。（延べ21名参
加）

相談員・支援員のためのスキルアップ講座
▽第1回「素直な私を見つめる～思いを伝
えるアサーティブ～」（24名参加）
▽第2回「人の意見（発言）を上手に聞き、
まとめるコツ、教えます」（26名参加）
▽第3回「離婚の前に夫婦で決めておきた
いこと～面会交流や養育費のことなど～」
（12名参加）

男女平等参画情報誌「step」を、「デート
DV」、「さまざまなハラスメント」の2テーマで
作成しました。

3、計画どおり

左記の講座、講演会の募集にあたっては、
民生委員や人権擁護委員の方など、広く市
民に対象を広げて実施しており、さまざまな
方に受講いただくことにより、市民のDV被
害に関する理解の促進を図っています。

講座や講演会等を通じ、地域において福祉
活動に取り組んでいる方へ、ＤＶに関する
啓発を図ります。

人権推進課

Ⅴ 15 (1) DV被害の防止

＜地域で福祉活動に取り組む人への啓発
と連携の強化＞地域において福祉活動に
取り組んでいる民生委員児童委員や、人権
相談を行っている人権擁護委員への啓発
活動を進め、地域での早期発見につなげる
と同時に、連携を強化します。

各種研修への参加、情報提供等を実施し
ました。

3、計画どおり
地域で行われる会議等に参加し、情報の共
有等を行いました。

各種研修への参加、情報提供等を実施し
ます。

長寿社会推進
課
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基本
目標

主要
施策

小分
類

施策の方向 具体的取組 30年度進捗実績
30年度
進捗度

30年度の成果・課題・対応等 31年度実施計画 担当課

Ⅴ 15 (1) DV被害の防止

＜地域で福祉活動に取り組む人への啓発
と連携の強化＞地域において福祉活動に
取り組んでいる民生委員児童委員や、人権
相談を行っている人権擁護委員への啓発
活動を進め、地域での早期発見につなげる
と同時に、連携を強化します。

泉南市自立支援協議会において、虐待の
早期発見と適切な対応を図るための情報
交換・課題解決に向けたネットワークによ
り、連携を強化しました。

3、計画どおり

相談支援事業所を中心に泉南市自立支援
協議会において、虐待の早期発見と適切な
対応を図るための情報交換・課題解決に向
けたネットワークにより連携し取り組むこと
ができました。

泉南市自立支援協議会において、虐待の
早期発見と適切な対応を図るための情報
交換・課題解決に向けたネットワークによ
り、連携を強化します。

障害福祉課

Ⅴ 15 (1) DV被害の防止

＜医療・福祉関係者などへの啓発の徹底
＞DVに関する知識やDV被害者への対応、
被害者のプライバシーへの配慮などについ
てのマニュアルを作成し、配布します。

泉南市ＤＶ被害者相談マニュアルを作成
し、庁内に配布のうえ、庁内LAN（グループ
ウェア）を活用し、当該マニュアルをデータ
化した物を、各職員が閲覧できる体制を整
えています。

3、計画どおり

DV被害者相談マニュアルを作成し、その都
度医療・福祉関係者等からの問い合わせ
に関して、DVに関する知識やDV被害者へ
の対応等について情報の共有を図っていま
す。

泉南市ＤＶ被害者相談マニュアルを活用し
ます。

人権推進課

Ⅴ 15 (1) DV被害の防止

＜医療・福祉関係者などへの啓発の徹底
＞DVに関する知識やDV被害者への対応、
被害者のプライバシーへの配慮などについ
てのマニュアルを作成し、配布します。

ＤＶ相談・女性のための相談等掲載のパン
フレットを窓口に設置し、また健診受診者に
配布しました。

3、計画どおり
窓口の整備をし、相談等のパンフレットを、
見やすく配置することができました。

被害者のプライバシーへの配慮をしなが
ら、必要な支援を行います。

窓口等にＤＶのパンフレット等を設置し、ＤＶ
の普及啓発を促進します。

保健推進課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜関係機関との連携強化＞予防から被害
者の自立支援までの総合的な支援を充実
するために、「泉南市配偶者からの暴力防
止連絡会議」の機能を強化します。

ＤＶ防止連絡会議代表者会議を開催し、各
関係機関と情報交換、情報共有を図った。
また、ＤＶ事案が発生した都度、案件ごとに
個別に情報共有を図りました。

3、計画どおり

DV防止連絡会議を開催することにより、各
関係機関の顔の見える関係づくりが促進さ
れ、連携を図りやすい体制の整備に努めて
いる。外部関係機関を含む代表者会議を開
催した。

泉南市配偶者からの暴力防止連絡会議を
開催し、連携を密接にします。

人権推進課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜関係機関との連携強化＞予防から被害
者の自立支援までの総合的な支援を充実
するために、「泉南市配偶者からの暴力防
止連絡会議」の機能を強化します。

関係部署と連携して住民基本台帳事務に
おける支援措置制度の周知をはかり、被害
者の保護を徹底することに努めた。

3、計画どおり

H30年度＜成果＞
・申出期間内において、現状把握徹底。関
係部署と連携して、住民基本台帳事務にお
ける支援措置制度の周知をはかり、被害者
の保護を徹底することに努めました。
・「泉南市配偶者からの暴力防止連絡会
議」H30.7.24
関係部署との連携・泉南市の実態把握。
・申出期間経過者に対して、書類送付し申
出勧奨を徹底しました。
H30年度＜課題＞
・申出者からの「住民基本台帳事務におけ
る支援措置」への重要性認識が薄い。制度
説明周知徹底していきます。

関係部署と連携して住民基本台帳事務に
おける支援措置制度の周知をはかり、被害
者の保護を徹底することに努めます。

市民課
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基本
目標

主要
施策

小分
類

施策の方向 具体的取組 30年度進捗実績
30年度
進捗度

30年度の成果・課題・対応等 31年度実施計画 担当課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜関係機関との連携強化＞予防から被害
者の自立支援までの総合的な支援を充実
するために、「泉南市配偶者からの暴力防
止連絡会議」の機能を強化します。

弁護士による法律相談を月2～3回、年間
34回実施し、相談件数は230件ありました。

3、計画どおり
弁護士による法律相談を月2～3回、年間
34回実施し、相談件数は230件ありました。

弁護士による法律相談を月3～2回、年間
34回実施の予定です。

産業観光課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜関係機関との連携強化＞予防から被害
者の自立支援までの総合的な支援を充実
するために、「泉南市配偶者からの暴力防
止連絡会議」の機能を強化します。

関係各課との連携を行いながら、当該ケー
スについて、適切な保険証等の交付事務
に努めました。

3、計画どおり
平成30年度は当該ケースは無かった。今
後も関係各課と連携し、ケースごとに対応し
ていきます

DVについての理解を深め、関係各課との
連携を行い、今後も引き続き適切な保険証
等の交付に努めます。

保険年金課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜関係機関との連携強化＞予防から被害
者の自立支援までの総合的な支援を充実
するために、「泉南市配偶者からの暴力防
止連絡会議」の機能を強化します。

岸和田子ども家庭センターとの定例会議を
実施。
デイセンター泉南の地域療育支援相談室
及び、教育委員会教育相談室との連携を
図りました。

3、計画どおり
今後も関係機関と情報共有を行い継続的
な連携をすすめることができました。

岸和田子ども家庭センターとの定例会議を
実施。
デイセンター泉南の地域療育支援相談室
及び、教育委員会教育相談室との連携を
図ります。

保育子育て支
援課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜関係機関との連携強化＞予防から被害
者の自立支援までの総合的な支援を充実
するために、「泉南市配偶者からの暴力防
止連絡会議」の機能を強化します。

関係部署との連携強化に努めました 3、計画どおり
関係部署との情報共有等に努め、被害者
の一時保護から自立支援を行いました。

関係部署との連携強化に努めます。
長寿社会推進
課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜関係機関との連携強化＞予防から被害
者の自立支援までの総合的な支援を充実
するために、「泉南市配偶者からの暴力防
止連絡会議」の機能を強化します。

泉南市配偶者からの暴力防止連絡会議に
出席し、関係各課との連携を図りました。

3、計画どおり
関係各課と情報共有を行い継続的な連携
をすすめることができました。

今後も、予防から被害者の自立支援までの
総合的な支援を充実するために関係各課、
機関との連携を図ります。

障害福祉課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜関係機関との連携強化＞予防から被害
者の自立支援までの総合的な支援を充実
するために、「泉南市配偶者からの暴力防
止連絡会議」の機能を強化します。

関係機関との連携を強化するために会議
に出席しました。

3、計画どおり
DV被害者の現状を知るとともに、切れ目の
ない支援を実施するために、各関係機関の
連携が重要であることを共有できました。

会議に出席し、引き続き連携の強化に努め
ます。

保健推進課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜関係機関との連携強化＞予防から被害
者の自立支援までの総合的な支援を充実
するために、「泉南市配偶者からの暴力防
止連絡会議」の機能を強化します。

関係機関との連携を図りながらひとり親相
談、生活相談を通じ、被害者の自立支援に
努めました。
（母子寮入所1件、年度末に退所1件）

2、計画をやや
上回る

被害者の自立支援のため、個々に適した
支援に努めます。

関係機関との連携を図りながらひとり親相
談、生活相談を通じ、被害者の自立支援に
努めます。

生活福祉課
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基本
目標

主要
施策

小分
類

施策の方向 具体的取組 30年度進捗実績
30年度
進捗度

30年度の成果・課題・対応等 31年度実施計画 担当課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜関係機関との連携強化＞予防から被害
者の自立支援までの総合的な支援を充実
するために、「泉南市配偶者からの暴力防
止連絡会議」の機能を強化します。

予防から被害者の自立支援までの総合的
な支援を充実するために、「泉南市配偶者
からの暴力防止連絡会議」の役割を果たし
ました。

3、計画どおり
対応方に配慮を要するケースについて、学
校園や関係機関と連携をとり対応しました。

引き続き、予防から被害者の自立支援まで
の総合的な支援を充実するために、「泉南
市配偶者からの暴力防止連絡会議」の役
割を果たしていきます。

学務課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜相談の充実と連携の強化＞地域包括支
援センターとの連携を強化するとともに、被
害者に二次被害が及ばないための配慮の
観点から、庁内窓口用の「泉南市DV被害
者相談マニュアル」や「ワンストップ相談
シート」を有効に活用します。

地域包括支援センターとの連携により相談
体制を充実しました。

3、計画どおり
地域包括支援センターとの連携による相談
を実施しました。

地域包括支援センターとの連携により相談
体制を充実します。

長寿社会推進
課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜相談の充実と連携の強化＞地域包括支
援センターとの連携を強化するとともに、被
害者に二次被害が及ばないための配慮の
観点から、庁内窓口用の「泉南市DV被害
者相談マニュアル」や「ワンストップ相談
シート」を有効に活用します。

地域包括支援センターとの連携により相談
体制を充実しました。

3、計画どおり
地域包括支援センターとの連携による相談
を実施しました。

地域包括支援センターとの連携により、相
談体制を充実します。

障害福祉課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜相談の充実と連携の強化＞地域包括支
援センターとの連携を強化するとともに、被
害者に二次被害が及ばないための配慮の
観点から、庁内窓口用の「泉南市DV被害
者相談マニュアル」や「ワンストップ相談
シート」を有効に活用します。

女性相談（面接）の実施
▽毎月
第1金曜日13:00～16:00
第2火曜日18：00～21：00
第4金曜日10：00～13：00
30年度の相談件数　94件

女性のための電話相談
▽毎週木曜日（祝日・第5木曜日を除く）10：
00～12：00、13：00～15：00
30年度の相談件数　23件

市役所1階女子トイレおよび公民館、図書
館に相談窓口の案内カードを設置しまし
た。

ＤＶ被害者相談マニュアルを庁内LAN上で
情報共有し、活用を促進しました。

3、計画どおり

相談窓口に案内カードを設置することによ
り、女性相談、女性のための電話相談の周
知を図りました。また、マニュアル等の活用
を促進することで連携の強化に努めまし
た。

女性相談、女性のための電話相談実施、
周知のための啓発実施を行います。
庁内窓口担当者に対し、DV被害者相談マ
ニュアルの活用を進めます。

人権推進課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜被害者の安全確保の徹底＞場所の秘匿
を徹底し、一時保護にあたっての適切な保
護を実施するとともに、保護命令申立て手
続きに関する情報提供を行います。

大阪府女性相談センター及び岸和田子ども
家庭センター、警察署などのDV被害者支
援センターと連携し、適切な保護を行いまし
た。
一時保護件数2件。

3、計画どおり

大阪府女性相談センター及び岸和田子ども
家庭センター、警察署などのDV被害者支
援センターと連携する際には、被害者安全
確保の徹底に努めています。

大阪府女性相談センター及び岸和田子ども
家庭センター、警察署などのDV被害者支
援センターと連携し、適切な保護の実施に
つとめます。
また、平成29年度より民間シェルターとＤＶ
被害者緊急一時保護委託契約を締結し、
被害者救済手段の多様化を図ります。

人権推進課
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基本
目標

主要
施策

小分
類

施策の方向 具体的取組 30年度進捗実績
30年度
進捗度

30年度の成果・課題・対応等 31年度実施計画 担当課

Ⅴ 15 (2)
被害者に対する初期段階
の支援の充実

＜被害者の安全確保の徹底＞場所の秘匿
を徹底し、一時保護にあたっての適切な保
護を実施するとともに、保護命令申立て手
続きに関する情報提供を行います。

高齢者虐待対応に基づく一時保護を実施し
ました。

3、計画どおり
地域包括支援センター、警察等との連携に
より一時保護を実施しました。

高齢者虐待対応に基づく一時保護を継続し
て実施します。

長寿社会推進
課

Ⅴ 15 (3)
生活基盤を整えるための
支援

＜生活基盤を整えるための支援＞ハロー
ワークなどと連携し、就労支援を行います。

地域就労支援センターで就労相談を行い、
年間の相談件数は332件でした。また、泉
南市事業所人権推進連絡会会員事業所を
対象に自立支援協議会実務者会議を年1
回、相談を受けるコーディネーターのスキ
ルアップのための研修（市町村就職困難者
就労支援担当職員研修会）に1回参加しま
した。

3、計画どおり

地域就労支援センターで就労相談を行い、
年間の相談件数は332件でした。また、泉
南市事業所人権推進連絡会会員事業所を
対象に自立支援協議会実務者会議を年1
回、相談を受けるコーディネーターのスキ
ルアップのための研修（市町村就職困難者
就労支援担当職員研修会）に1回参加しま
した。

地域就労支援事業を実施しており、就職困
難者、特に母子家庭の母親を重点に、雇
用・就労のためのスキルアップ事業を実施
します。

産業観光課

Ⅴ 15 (3)
生活基盤を整えるための
支援

＜生活基盤を整えるための支援＞ハロー
ワークなどと連携し、就労支援を行います。

大阪マザーズハローワークや庁内就労支
援施策についての情報を、チラシの配架や
個別相談内容に応じて提供しました。

3、計画どおり

チラシの配架等は、資料が送付されてきた
都度、情報提供しているが、相談について
は、直接本課で受け付けた件数は0件でし
た。

マザーズハローワークや庁内就労支援施
策についての情報を提供します。

人権推進課

Ⅴ 15 (3)
生活基盤を整えるための
支援

＜生活基盤を整えるための支援＞女性相
談センターや医療機関、警察、市民団体な
どのさまざまな機関が連携し、中長期にわ
たる継続的な被害者支援を実施する仕組
みをつくります。

大阪マザーズハローワークや庁内就労支
援施策についての情報を提供しました。ま
た、一時保護が必要となった時は、まず生
活保護係につないでおくなど、被害者の生
活基盤を整えるための支援を行いました。

3、計画どおり
DV相談があった時などは、その都度、他機
関と連携し、被害者の生活基盤を整えるた
めの支援に努めています。

マザーズハローワークや庁内就労支援施
策についての情報を提供します。また、被
害者の生活基盤を整えるため、他機関との
連携を推進します。

人権推進課

Ⅴ 15 (3)
生活基盤を整えるための
支援

＜同伴する子どもへの支援＞子どもへの
支援について適切な情報提供をします。

家庭児童相談室において、子どもへの支援
を行いました。

3、計画どおり
人員体制の維持及び人材の育成を図るこ
とで、安定した支援の確保が必要です。

家庭児童相談室において、子どもへの支援
を行っています。

保育子育て支
援課

Ⅴ 15 (3)
生活基盤を整えるための
支援

＜同伴する子どもへの支援＞子どもへの
支援について適切な情報提供をします。

子どもへの支援について適切な情報提供
をしました。

3、計画どおり
子ども支援についての必要な情報など提供
について、関係部局、機関と適切に行うこと
ができました。

引き続き、子どもへの支援について適切な
情報提供をします。

学務課
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基本
目標

主要
施策

小分
類

施策の方向 具体的取組 30年度進捗実績
30年度
進捗度

30年度の成果・課題・対応等 31年度実施計画 担当課

Ⅴ 15 (3)
生活基盤を整えるための
支援

＜同伴する子どもへの支援＞保育所・認定
こども園・幼稚園・学校が安心・安全な場所
となるよう、情報の保護や対応の整備を進
めます。

幼稚園・学校が安心・安全な場所となるよ
う、情報の保護や対応の整備を進めまし
た。

3、計画どおり
学校園と連携し、保護者への情報提供につ
いて引き続き、円滑に提供できるよう調整し
ました。

引き続き、幼稚園・学校が安心・安全な場
所となるよう、情報の保護や対応の整備を
進めます。

学務課

Ⅴ 15 (3)
生活基盤を整えるための
支援

＜同伴する子どもへの支援＞保育所・認定
こども園・幼稚園・学校が安心・安全な場所
となるよう、情報の保護や対応の整備を進
めます。

認定こども園・保育所との連携を密にし、子
どもの安心・安全を確保しました。

3、計画どおり
今後も関係機関と連携し子どもの安心・安
全の確保をすすめます。

認定こども園・保育所との連携を密にし、子
どもの安心・安全を確保していきます。

保育子育て支
援課

Ⅴ 15 (3)
生活基盤を整えるための
支援

＜高齢者・障害者への支援＞高齢者や障
害者の相談に携わる機関に対し、DVに関
する認知を促すとともに、DV相談機関等に
関する情報の提供をします。

高齢者虐待防止に関する意識啓発、広報
活動等を実施しました。

3、計画どおり
高齢者・障害者虐待防止月間である9月に
広報にて、相談窓口等の周知啓発を実施し
ました。

高齢者虐待防止に関する意識啓発、広報
活動等を実施します。

長寿社会推進
課

Ⅴ 15 (3)
生活基盤を整えるための
支援

＜高齢者・障害者への支援＞高齢者や障
害者の相談に携わる機関に対し、DVに関
する認知を促すとともに、DV相談機関等に
関する情報の提供をします。

高齢者虐待防止に関する意識啓発、広報
活動等を実施しました。

3、計画どおり
高齢者・障害者虐待防止月間である9月に
広報にて、相談窓口等の周知啓発を実施し
ました。

障害者虐待防止に関する意識啓発、広報
活動等を実施します。

障害福祉課

Ⅴ 15 (3)
生活基盤を整えるための
支援

＜高齢者・障害者への支援＞高齢者や障
害者の相談に携わる機関に対し、DVに関
する認知を促すとともに、DV相談機関等に
関する情報の提供をします。

ＤＶ防止連絡会議を開催し、DVに関する基
本的な知識、取り扱いについて確認した。
また、個別具体的事案についても、その都
度、関係機関と連携を図りました。

3、計画どおり

ＤＶ防止連絡会議を開催し、DVに関する基
本的な知識、取り扱いについて確認する等
して、高齢者・障害者への支援に努めてい
ます。

ＤＶ防止連絡会議を開催し、DVに関する基
本的な知識、取り扱いについて確認及び連
携に努めます。

人権推進課

Ⅴ 15 (3)
生活基盤を整えるための
支援

＜外国籍住民への支援＞国際交流団体と
連携しながら、多言語でDVに関する情報提
供をするためのリーフレットを作成します。

「泉南市　市役所サービスガイドブック
2016」の５か国語翻訳版において「女性相
談（面接）」、「女性のための電話相談」の情
報を掲載し、情報提供を行っています。

3、計画どおり

日本語を話すことができる、もしくは読むこ
とができる外国人に対する一定の支援は、
図ることができている。それができない外国
人に対する支援を図っていくことが課題な
ので、相談スタッフや啓発誌等の多言語化
を進めていく必要があります。

市役所玄関ホール及び男女平等参画ルー
ムの情報コーナーに啓発紙等を配架し、情
報提供に努めます。

人権推進課

Ⅴ 15 (3)
生活基盤を整えるための
支援

＜外国籍住民への支援＞国際交流団体と
連携しながら、多言語でDVに関する情報提
供をするためのリーフレットを作成します。

外国籍住民への支援の一環として、「泉南
市　市役所サービスガイドブック2016」　５
か国語翻訳版を活用し、継続して情報提供
に努めました。

3、計画どおり

外国籍住民への支援の一環として、引き続
き「泉南市　市役所サービスガイドブック
2016」を窓口をはじめ、公共施設でも配布
し、広く情報提供を行いました。

関係課との連携を図りながら、情報提供に
努めます。

政策推進課
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基本
目標

主要
施策

小分
類

施策の方向 具体的取組 30年度進捗実績
30年度
進捗度

30年度の成果・課題・対応等 31年度実施計画 担当課

Ⅴ 15 (4)
若年層へのDV防止教育及
び相談

＜デートDV防止に関する取組の強化＞学
校と関係機関の連携のもと、学校での啓発
活動を進めます。

中学校においてデートＤＶについての取組
が実施されました。

4、計画をやや
下回る

学年を決めて毎年啓発を行う必要がありま
す。

学校と関係機関の連携のもと、中学校での
デートＤＶについての授業を行うなど学校で
の啓発活動を進めます。

人権教育課

Ⅴ 15 (4)
若年層へのDV防止教育及
び相談

＜デートDV防止に関する取組の強化＞中
学生・高校生・大学生を対象にした啓発
リーフレットを作成します。

大阪府や他機関が作成したリーフレットの
配架を行うなどし、啓発を図りました。また、
相談においては、内容に応じてデートDVに
関することを啓発しています。

3、計画どおり

大阪府・他機関が作成したリーフレットの配
架や、個別相談時においてデートDVに関
することを周知することにより、デートDV防
止に関する啓発を図りました。

大阪府等が作成したリーフレットの配架を
行います。また、個別相談においては、適
切に周知し啓発を図ります。

人権推進課
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